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介
護
保
険
料
は
、
毎
年
７
月
に

住
民
税
の
課
税
内
容
な
ど
を
基
に

決
定
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の

４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は

仮
徴
収
と
し
て
、
２
月
と
同
額
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
７
月
に
保
険
料
が
決
定
し
た
後
、

年
間
保
険
料
額
と
仮
徴
収
額
と
の

差
額
を
、　

月
・　

月
・
翌
年
２

１０

１２

月
の
３
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、
７

２８
月
中
旬
に
発
送
予
定
の
介
護
保
険

料
額
決
定
通
知
書
（
兼
納
入
通
知

書
）
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仮
徴
収
額
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　
年
度
前
半
（
４
月
・
６
月
・
８

月
）
の
保
険
料
額
と
比
べ
て
、
年

度
後
半
（　
月
・　

月
・
翌
年
２

１０

１２

月
）
の
保
険
料
額
が
大
幅
に
増
額

ま
た
は
減
額
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
は
、　

月
以
降
の

１０

天
引
き
額
が
均
等
に
な
る
よ
う
、

８
月
の
仮
徴
収
額
を
変
更
（
平
準

化
）
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
収
入
の
変
動
な
ど
で
再
度
、

保
険
料
額
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
年
度
内
で
の
保
険
料
額
の
変

動
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
仮
徴
収
額
を
変
更
し
た
場
合

は
、
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
４

９
１
０
・
４
９
１
１
）
へ
。

　
口
座
振
替
制
度
は
、
指
定
し
た

金
融
機
関
等
の
口
座
か
ら
納
期
限

の
日
に
自
動
的
に
期
別
分
を
引
き

落
と
す
制
度
で
す
。
金
融
機
関
等

に
支
払
い
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
が
無
く
な
る
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

利
用
で
き
る
市
税
な
ど

　
市
民
税
・
都
民
税
（
普
通
徴
収

分
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
（
所
有
す
る
全
て
の

車
両
が
対
象
）、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
等

（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２８

　
西
武
信
用
金
庫
、
み
ず
ほ
銀
行
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
三
井
住

友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
埼
玉
り

そ
な
銀
行
、
東
京
都
民
銀
行
、
武

蔵
野
銀
行
、
東
和
銀
行
、
八
千
代

銀
行
、
西
京
信
用
金
庫
、
東
京
信

用
金
庫
、
青
梅
信
用
金
庫
、
多
摩

信
用
金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、
東

京
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
、
東
京

都
信
連
お
よ
び
東
京
都
の
各
農
協
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
。

利
用
で
き
る
預
金
種
目

　
普
通
預
金
、
当
座
預
金
、
納
税

準
備
預
金
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
方
法

　
市
内
の
金
融
機
関
等
で
手
続
き

が
で
き
ま
す
。
預
貯
金
通
帳
、
通

帳
届
け
出
印
、
納
税
通
知
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
）、
課
税
課・納
税
課
（
同
２

階
）
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
納
期
が
到
来
す
る
月

の
前
月
末
ま
で
に
、
納
税
課
宛
て

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
市
が
手

続
き
を
代
行
し
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
等
を
ご
利
用

の
方
や
来
庁
す
る
時
間
が
な
い
場

合
な
ど
は
、
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

　
※
今
年
度
分
の
申
し
込
み
は
、

１
期
分
か
ら
口
座
振
替
を
開
始
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
納
税
課
管
理
係
☎
４
７
０
・

７
７
２
９
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

振
り
替
え
済
み
の
確
認

　
口
座
振
替
後
の
「
振
替
済
通
知

書
」
は
送
付
し
ま
せ
ん
。
預
貯
金

通
帳
を
記
帳
し
、
振
り
替
え
済
み

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
口
座
振
替
し

た
方
に
一
括
し
て
、
６
月
中
旬
に

「
口
座
振
替
済
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
。

注

意

事

項

　
納
期
を
過
ぎ
る
と
口
座
振
替
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
口
座
の
残
高

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
振
替

口
座
を
登
録
し
た
後
に
、
固
定
資

産
の
相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
る
所

有
権
移
転
登
記
で
納
税
義
務
者
を

変
更
し
た
場
合
は
、
新
た
に
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
共
有
納
税
義
務

養
義
務
者
の
所
得
制
限
あ
り
。

　
【
手
当
月
額
】１
級
＝
５
万
１
５

０
０
円
▼
２
級
＝
３
万
４
３
０
０
円

特
別
障
害
者
手
当

　
　
歳
以
上
で
、
重
度
の
障
害
が

２０
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
特

別
の
介
護
が
必
要
な
方
（
お
お
む

ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程

度
お
よ
び
愛
の
手
帳
１
・
２
度
程

度
で
、
そ
れ
ら
が
重
複
し
て
い
る

方
ま
た
は
、
そ
れ
ら
と
同
等
の
疾

病
、
精
神
障
害
の
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者

お
よ
び
病
院
な
ど
に
３
カ
月
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
方
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
本
人
・
扶
養
義
務
者

の
所
得
制
限
あ
り
。　

　
【
手
当
月
額
】２
万
６
８
３
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
　
歳
未
満
で
、
重
度
の
障
害
が

２０
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級
の
一
部

程
度
、
愛
の
手
帳
１
度
お
よ
び
２

度
の
一
部
程
度
ま
た
は
、
そ
れ
ら

と
同
等
の
疾
病
、精
神
障
害
の
方
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施

設
入
所
者
お
よ
び
障
害
年
金
な
ど

の
受
給
者
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
本
人
・
扶
養
義
務
者

の
所
得
制
限
あ
り
。

　
【
手
当
月
額
】１
万
４
６
０
０
円

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

　
　
歳
以
上
で
心
身
に
障
害
の
あ

２０
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
愛
の
手
帳
１
～
３
度
、
脳
性

ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症
の

方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、　

歳
６５

以
上
で
新
た
に
手
帳
を
取
得
し
た

方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
本
人
の
所
得
制
限
あ

り
。
　
【
手
当
月
額
】１
万
５
５
０
０
円

重
度
心
身
障
害
者
手
当

　
重
度
の
心
身
障
害
の
た
め
、
常

時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方

（
重
度
の
知
的
障
害
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
、
重
度

の
知
的
障
害
と
身
体
障
害
の
重
複

障
害
の
方
、
重
度
の
肢
体
不
自
由

で
四
肢
機
能
が
失
わ
れ
座
っ
て
い

る
こ
と
が
困
難
な
方
）
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者

お
よ
び
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
本
人
の
所
得
制
限
あ

り
。
　
【
手
当
月
額
】
６
万
円

　
詳
し
く
は
特
別
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て
が
児
童
青
少
年
課
助
成

支
援
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
６
、

そ
の
他
の
手
当
に
つ
い
て
が
障
害

福
祉
課
☎
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
　
年
度
か
ら
、
特
別
児
童
扶
養

２８
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
の
手
当
額
が
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る　
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

２０

し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
①
愛
の
手
帳
１
～
３
度
程
度
②

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
程
度

③
長
期
間
安
静
を
必
要
と
す
る
病

状
ま
た
は
精
神
の
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け

る
児
童
。
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
、

児
童
の
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
※
申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
扶

　
　
年　
月　
日
に
上
の
原
地
区

２７

１１

１９

地
区
計
画
の
変
更
に
伴
い
、「
東
久

留
米
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
、　

年
３
月

２８

　
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。

３０
　
こ
の
改
正
で
は
、
同
地
区
計
画

の
全
面
見
直
し
に
伴
い
、「
建
築
物

等
に
関
す
る
事
項
」
の
う
ち
、
建

築
物
の
用
途
の
制
限
や
高
さ
の
最

高
限
度
な
ど
、
特
に
重
要
な
規
定

を
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

　
条
例
で
定
め
た
事
項
は
、
建
築

物
な
ど
の
新
築
・
増
改
築
な
ど
を

行
う
と
き
に
必
要
な
建
築
確
認
申

請
の
審
査
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
違
反
し
た
場
合
は
、
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
違
反
是
正
の
対
象

に
な
る
ほ
か
、
条
例
に
定
め
る
罰

則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
条
例
お
よ
び
地
区
計
画
の
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
土
地
利

用
計
画
担
当
☎
４
７
０
・
７
７
８

２
へ
。

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
に
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
所
有
す
る
方
が
、
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税

で
、
税
率
は
１
・
４
％
で
す
。

　
都
市
計
画
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
、
都
市
計
画
区
域
内
に
土

地
・
家
屋
を
所
有
す
る
方
が
、
そ

の
資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税

で
、
都
市
整
備
な
ど
の
費
用
に
充

て
ら
れ
る
目
的
税
で
す
。　

年
度

２７

の
税
率
は
０
・　

％
で
し
た
が
、

２５

　
年
度
は
０
・　

％
で
す
。

２８

２４

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

税
額
は
、「
課
税
標
準
額
×
税
率
」

に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。「
課
税
標

準
額
」
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
で
す
。
た
だ

し
法
律
に
基
づ
く
課
税
標
準
の
特

例
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、
土
地

に
つ
い
て
税
負
担
の
調
整
措
置
が

適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
課
税
標
準

額
は
価
格
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す
。

土
地
の
価
格
・
税
負
担

　
土
地
の
価
格
は
原
則
と
し
て
、

３
年
ご
と
に
価
格
の
見
直
し
（
評

価
替
え
）
を
行
う
制
度
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
。
直
近
の
評
価
替
え
は

　
年
度
に
行
わ
れ
、　

年
度
は
原

２７

２８

則
と
し
て　
年
度
の
価
格
を
据
え

２７

置
き
ま
す
が
、
地
価
の
下
落
に
よ

り
据
え
置
く
こ
と
が
適
当
で
な
い

場
合
は
下
落
修
正
を
行
い
ま
す
。

　
　
年
度
に
お
い
て
も
税
負
担
の

２８
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
個
々

の
土
地
の
価
格
に
対
す
る
前
年
度

課
税
標
準
額
の
割
合（
負
担
水
準
）

の
均
衡
化
を
図
る
調
整
措
置
（
負

担
調
整
）
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
価
格
に
対
し
て
前
年
度
課
税
標

準
額
の
割
合
が
一
定
水
準
以
上
の

土
地
は
税
負
担
が
据
え
置
か
れ
た

り
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
一
方
、

一
定
水
準
以
下
の
土
地
は
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
前
年

度
よ
り
価
格
が
下
が
っ
た
土
地
で

も
、
税
額
は
据
え
置
か
れ
た
り
引

き
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
の
評
価
・
税
負
担

　
家
屋
に
つ
い
て
は
、　

年
度
の

２７

評
価
額
を
据
え
置
き
ま
す
。

　
次
の
対
象
家
屋
で
、
固
定
資
産

税
の
新
築
軽
減
が
適
用
さ
れ
て
い

た
家
屋
は
、　

年
度
で
適
用
が
終

２７

了
し
、
本
来
の
税
額
に
戻
り
ま
す
。

　
【
対
象
家
屋
】①　
年
１
月
２
日

２４

～　
年
１
月
１
日
に
建
築
さ
れ
た

２５
一
般
住
宅（
次
の
②
以
外
の
家
屋
）

②　
年
１
月
２
日
～　
年
１
月
１

２２

２３

日
に
建
築
さ
れ
た
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
５
月
２
日
（
月
）

に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期

限
は
５
月　
日
（
火
）
で
す
。

３１

　
※
課
税
明
細
書
と
納
税
通
知
書

を
１
冊
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
共

有
物
件
の
納
税
通
知
書
は
、
代
表

者
以
外
の
共
有
者
に
も
送
付
し
て

い
ま
す
。
支
払
い
用
の
納
付
書
は

従
来
通
り
代
表
者
に
送
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
課
税
課
土
地
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
２
６
、
同
課

家
屋
資
産
税
係
☎
４
７
０
・
７
７

２
７
へ
。

者
（
２
人
以
上
の
共
有
名
義
で
固

定
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務

者
）
に
つ
い
て
も
、
共
有
員
（
共

有
の
代
表
者
を
含
む
）
を
１
人
で

も
変
更
し
た
場
合
は
、
同
様
に
口

座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
共
有
員
は
変

更
せ
ず
共
有
持
分
の
み
変
更
し
た

場
合
は
、
口
座
振
替
の
登
録
が
継

続
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
に
手
続

き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
▼

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
に
課

税
さ
れ
て
い
る
た
め
、
世
帯
員
の

加
入
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
世
帯
主
が
変
わ
ら
な
い
限

り
、
口
座
振
替
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
係
へ
。

　
市
で
は
、
子
育
て
中
の
方
や
妊

婦
の
皆
さ
ん
が
、
主
に
「
保
育
に

関
す
る
施
設
」
や
「
地
域
の
子
育

て
支
援
事
業
」
の
中
か
ら
、
必
要

な
支
援
を
選
択
し
て
円
滑
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
窓
口
で
利
用
者

支
援
員
が
情
報
提
供
・
相
談
・
助

言
な
ど
を
行
う
「
利
用
者
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

か
知
り
た
い
」
と
い
う
と
き
な
ど
、

利
用
者
支
援
員
へ
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
子
ど

も
政
策
担
当
（
利
用
者
支
援
員
）

☎
４
７
０
・
７
７
４
０
へ
。

　
夜
間
と
休
日
に
納
税
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
市
民
税
・

都
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
平
日
の
相
談
が
困

難
な
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に

来
庁
の
日
時
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
　
【
日
時
】夜
間
納
税
相
談
窓
口

＝
４
月　
日
（
水
）
午
後
８
時

27

ま
で
▼
休
日
納
税
相
談
窓
口
＝

４
月　
日
（
土
）・　

日
（
日
）

２３

２４

の
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後

４
時
　
【
会
場
】
夜
間・休
日
の
い
ず

れ
も
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）

　
【
そ
の
他
】介
護
保
険
料
、保

育
園
保
育
料
、
学
童
保
育
料
は
、

納
付
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
領
収
し
ま
す

　
【
ご
注
意
】納
税
証
明
書
の
発

行
は
で
き
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７

０
・
７
７
３
０
へ
。

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

年
度
に
お
け
る

２８固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
あ
ら
ま
し

市
税
な
ど
の
納
付
に

市
税
な
ど
の
納
付
に
はは

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

介
護
保
険
料
・
仮
徴
収
の
ご
案

介
護
保
険
料
・
仮
徴
収
の
ご
案
内内

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
方
へ

建
築
制
限
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
ててててててててててててててててててててて
ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

子
育
て
に
関
す
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ををををををををををををををををををををを
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

利
用
者
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
・・

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
ご
案
内

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
ご
案
内
とと

各
手
当
額
を
お
知
ら
せ
し
ま

各
手
当
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
すす


